様式


参考（７）
オンライン診療の適切な実施に関するチェックリスト
　オンライン診療（※）を実施する際には、厚生労働省作成「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（令和５年３月一部改訂）を参考に適切に実施してください。
· オンライン診療とは、遠隔医療（情報通信機器を活用した健康増進、医療に関する行為）のうち、医師－患者間において、情報通信機器を通して、患者の診察及び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為を、リアルタイムにより行う行為をいう。

	医療機関名
	
	点　検 日
	　　　　年　　　月　　　日

	項目

番号
	確認項目
	点検結果

○・×

	１
	医師－患者関係/患者合意

１．患者がオンライン診療を希望する旨を患者からの連絡等により確認している。
	

	２
	適用対象

１．直接対面診療に代替し得る程度の患者の心身の情報を得るようにしている。
	

	
	２．オンライン診療が適さない場合には対面診療を実施している。
　（一般社団法人日本医学会連合が作成した「オンライン診療の初診に適さない症状」等を踏まえて医師が判断）
	

	
	３．「かかりつけの医師」でない場合には、診療前相談（※）を実施している。
　（初診については「かかりつけの医師」が行うことが原則である。）

　※　医師－患者間で映像を用いたリアルタイムのやりとりを行い、医師が患者の症状及び医学的情報を確認する行為。
	

	３
	診療計画
１．オンライン診療を行う前に定めた診療計画は、２年間保存している。
	

	
	２．初診からのオンライン診療を行った場合は、その後の方針を患者に説明している。
	

	４
	本人確認

１．医師と患者双方が身分確認書類を用いてお互いに本人であることの確認を行っている。
	

	５
	薬剤処方・管理

１．初診の場合には、以下の処方は行っていない。
　・麻薬及び向精神薬の処方
　・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する、特に安全管理が必要な薬品（診療報酬における薬剤管理指導料の「１」の対象となる薬剤）の処方

　・基礎疾患等の情報が把握できていない患者に対する８日分以上の処方
	

	６
	診察方法

１．オンライン診療において患者の状態が把握できない場合には、直接の対面診療を行っている。
	

	
	２．同時に複数の患者のオンライン診療は行っていない。
	

	７
	医師の所在

１．患者の急病急変時に適切に対応するため、患者が速やかにアクセスできる医療機関を提示するなどの体制を整えている。
	

	
	２．第三者に患者の心身の状態に関する情報が伝わることのないよう、医師は物理的に外部から隔離される空間においてオンライン診療を行っている。
	

	８
	患者の所在

１．プライバシーが保たれるよう、患者が物理的に外部から隔離される空間においてオンライン診療を行っている。
	

	９
	医療機関が行うべき対策

１．患者に対してセキュリティリスクを説明し、同意を得た上で、双方が合意した旨を診療録に記載し、オンライン診療を実施している。
	

	
	２．医療機関は、必要に応じてセキュリティソフトをインストールしている。
	

	
	３．医療機関が汎用サービスを用いる場合、医療機関から患者側につなげることを徹底し、また通信の管理者権限を患者に委譲していない。（意図しない三者通信を防ぐため。）
	

	１０
	医師教育
１．オンライン診療を実施する医師は、厚生労働省が指定する研修を受講している。
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